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「発信型 英語 表 現 へ の プ ロ セ ス と して の マ ン ガ の 効 用 」

東洋女子短期大学　助 教 授　　久 富 節子

　英語授 業の 改革が 多 くの 大学で 行 わ れ 、
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に 重 点 を置

い た方針を うちだ して い る大学 も増え て い るよ うだ 。 しか し、 い ざ実 際 に

「発信 型 」 の 授業 を行 お うと して も、 B 本人 教師が フ ル に 活 用 で きる教 材

も限 られ る し、 ど うい うプ ロ セ ス を踏め ば成果が あが るの か 等、 未知 の 要

素 は多 い 。

《コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン能力 と は ？》

　本 来 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン 能力 をつ け る とい う こ とは 、 単 に ス キ ル と して

の 表現 力 を磨 くこ とで は な い 。 そ れ は物 事 に 直面 した ときに 自分 の 力 で 考

え 、 内容をこ とばに 置 き換え て 相手 に 伝 え 、 相手 の 立場 や 主張を聞きなが

両者 の 間に 存在す る要素を調整 して 、 よ り良い 結論 へ と方向づ け る こ との

で きる能力 な の で あ る。 言い 換 え れ ば 「こ とば j とい う 「媒介物 」 に よ っ

て 自己 と他者 との 関係 をきたえ あげる こ とで あ る。 こ の 「媒介物 」 と して

の こ とばが 、 母語で はな く外国語で あ る とや っ か い な こ とに な る。 自己を

写 し出す便利な 「媒介物」 で あ る は ずの こ とば 自体が 、 め ん ど うな荷物 と

な っ て 存在 して しま うの で あ る。 こ の めん ど うを軽減 して くれ る仕掛 けが

『漫画人 』 に は 満載 されて い る。
つ ま り、 日本語の ニ ュ ア ン ス まで し っ か

り取 りこ ん だ 百パ ー セ ン ト信頼 に足 る英語 表 現が 、 漫画 とい う視 覚 的 コ ン

テ クス トとと もに 読 者 に与 え られ る の で 、 読 者 は 日本語 と英語 との 間を 自

由に 往 き来で きる の で あ る。

《コ マ 割 りの 特性》

（1） ディ ス カ ッ シ ョ ン へ の プロ セ ス
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　教室で 討論な ど した こ と もな い 学生 た ちに 、 い きな り意見を出させ る こ

とが 不 可 能なの は 、 現場 の 教師な ら周知 の 事実で あろ う。 こ こ で 、 教授 段

階 の ひ とつ と して 、
マ ン ガ の 持つ 「コ マ 割 り亅 の 性質 が おお い に 役 立 つ

。

学生 は それ ぞ れ の コ マ の 中で 、   何 が起 こ っ て い る の か 、   そ れぞ れ の 登

場 人物 はそ こ で 起 こ っ て い る事 柄 を ど う受 け とめ て い るの か 、   学 生 自身

は こ の 内容を ど う解釈 し、 ど う感 じる か 、 とい う三 つ の レベ ル か らそ れ ぞ

れの コ マ に っ い て 記述 す る 。 前 に 述 べ た とお り、　 『漫画 人 』 の 英 語 の 解説

は 、 非常に 詳 し く、 しか も 日本語 に 並 記 され て い る の で 、 学 生 は 「ああ英

語で は こ う言 え ば い い の か 」 と納 得 しなが ら各 コ マ ご とに 三 つ の レベ ル を

整理 で きる よ うに な る 。

一 応 の 区 切 りが つ い た ときに 教 師 は進行 役 と して

各自の 書い た もの を発表 させ る 。 また マ ン ガが 本質的に 内蔵 して い る 「人

間の 本音を描 く」 とい う要素は 、 学生 をデ ィ ス カ ッ シ ョ ン へ と導 く動機づ

け に も好都合で ある。 学生 た ちは 各人 の 解釈 の バ ラ エ テ ィ の 多 さ に 驚き、

しだ い に 積極的に 自分 の 意 見 を皆の 前 で 示せ るよ うに な る 。

（2 ） ロ ー ル プ レ イ に よ る英会話練習

　マ ン ガ は 、 現在動きつ つ あ る大衆社会の 姿 を リア ル タイ ム で 描 い て い る

こ とか ら 、 学生 に 「こ の 表現 を使 っ て み た い 」 と思 わ せ るチ ャ ン ス も多 い 。

こ の 特徴を利用 し、 学生 を各 コ マ の 登 場人物 に 割 り振 り、
tu・一 ル プ レ イ を

行 わせ る。 友人 ど うしの ペ ア ワ
ー ク と して させ れ ば恥 ず か し さ も薄 れ 、 む

しろマ ン ガの キ ャ ラ クター に 変 身 す る こ とを楽 しん で い る よ うで もあ る 。

また 、
マ ン ガの 中で の 会話 表現 が 自分 と友人の 口 を経 て 、 英語で 何度 も出

て くる こ とに よ り、 必 然的に生 きた 英会話表現 の 訓練 の 場 に な る 。

　い ま私 た ちの 周囲で は 、 多文化 化 と相互依存の 必要性 が現実 の もの とな

り、 日常生 活に まで 入 り込み つ つ あ る。 リア ル タイ ム の 社会 の 動 きに っ い

て 、 英語で 自己表現で きる可能性を秘 めた こ の 雑誌が 、 先生 方 の ア イ デ ィ

ア あふ れ る指導 の もとで お おい に 活用 され る こ とを期待す る 。
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